
９月１７日（月）、『霊よ、四方か
ら吹き来たれ』との主題の下、仙台
青葉荘教会にて、「東北日韓基督者信
仰回復聖会」が開催されました。
この催事は、在日韓国基督教総協議
会の皆様が「被災地のクリスチャンを
励ましたい」という願いを込めて企画
してくださったものでした。

第二回目となりました今回は、韓国
基督教教会協議会（NCCK）から会長
をはじめ　　名の方がおいでになり、
また、４名のアーティストの方々（崔　
徳信＝チェ　ドクシン、金　秀眞＝キ
ム　スジン、孫　愛英＝ソン　エヨン
（Violin）、チェ　 ハンソンの四氏）
がおいで下さいました。

この方々は、被災地で大きな励まし
と慰めを与えてくださいました。１７
日の聖会をはじめ、１６回に及ぶコ
ンサートや祈祷会に参加くださり、
延べで７３７名の方々に希望と喜び
をお届けすることができたのでし
た。以下、数回に分けてこの催事の
報告をいたします。まず最初は、聖会
の説教を担当してくださった住吉先生

の説教原稿をご紹介いたします。この
説教の熱によって、聖会は篤く燃えた
のでした。放射能被災地で働く牧師
の思いを分かち合っていただくために
も、どうぞ、ご高覧下さい。
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東北ヘルプは、今、組織の改編を
始めています。

これは、11月1日の全体会の承認
に基づくもので、現在の財団法人を
中心とした体制から、ＮＰＯ法人を
中心とした体制へと漸次的に移行
し、「細く長く」活動を続けて行け
ることを目指しているものです。

その最初の活動は、「有料協賛会
員」の募集から始まります。「有料
協賛会員」を100名募ることができ
たＮＰＯ法人は、「認定ＮＰＯ法
人」となることを申請することがで
きます。もし「認定ＮＰＯ法人」と
なることができれば、寄付者への税
控除等の特典を得られることにな
り、社会的信用を獲得することがで
きるのです。

この活動の最初に、世界的に知ら
れるオペラ歌手の菅英三子さんがお
力を貸してくださいました。昨年の
晩夏、菅さんは、東北ヘルプのため
にチャリティー・コンサートを開催

しようとお申し出くださったので
す。私たちは心から感謝して、準備
を進めました。2012年11月24
日、コンサートは開催されまし
た。この日、初めて、「協賛会
員」の募集が、このコン
サートで行われたので
した。

私たち東北ヘルプは、
今までに何度もチャリ
ティー・コンサートに
「呼んで頂いた」ことが
あります。しかし、仙台
キリスト教連合の催事を
別にしますと、自分たち
で行事を最初から最後
まで執り行うことは、
初めてでした。多くの足
りない点がありまし
た。しかし、コンサー
トはとても素晴らしい
内容となりました。仙
台キリスト教連合関係の
催事としては、過去最多
の集客となり、会場は
とても温かい空気に包
まれたのでした。

このコンサートの開催が、もう一
つのチャリティー・コンサートの開
催へと展開します。善意に基づく出
会いが、祝福の連鎖を生み出すので
す。
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出会いの連鎖
2012年下半期を振り返り、2013年を望見する

2013年になりました。新しい年の最初に、私たちはこれまでの歩みを振り返っています。

東北ヘルプは、1か月で終了することを目指してはじまりました。それが2013年に至っても活動を
続けていることは、不思議です。その歩みは、「出会いの連鎖」の物語として回顧されるものと思い
ます。

2012年の冬、東北ヘルプは、11月24日に「菅英三子チャリティー・コンサート」を、そして12
月14日に「崔徳信クリスマス・コンサート」を主催しました。更にその背景には、40年ぶりに復活
した「仙台キリスト教連合主催・仙台市民クリスマス」の開催がありました。それは、まさしく一繋
がりの「出会いの連鎖」でした。
以下、その経緯について、感謝を込めて、皆様にご報告いたします。

「菅 英三子チャリティー・コンサート」



韓国のキリスト教音楽は、80年代
に大きな転換点を迎えました。当
時、若者を中心として、それまでの
伝統的な讃美歌だけではない、ポッ
プスやフォーク、ロックンロールと
いった自分たちになじみ深い音楽を
用いて讃美歌を歌いたいと考える
人々が生まれていました。やがてそ
の流れは大きなものとなるに及び、
まったく新しい讃美歌が生み出され
ます。その新しい讃美歌はＣＣＭ
（Contemporary Chr is t i an 
Music）と呼ばれるようになりまし
た。この新しい讃美歌は、多くの
人々の慰めとなり、力づけ、あるい
は献身者として立ち上がらせるきっ
かけとなったのでした。

この流れは一人のアーティストに
よって生み出されたものでした。そ
のアーティストとは、崔徳信（チ
ェ・ドクシン）さんです。崔さん
は、「その名」「私」「あなたを愛
す」などといった曲で、讃美歌の可
能性を大きく広げた人です。その楽
曲は数百曲におよび、その名前は韓
国のだれもが知っている、崔さんは
まさしく「スーパースター」でし
た。

私たち東北ヘルプは、2012年9月
17日、在日大韓基督教会等の関係
各位のお力をお借りし、韓国キリス

ト 教 協 議 会
（ＫＮＣＣ）
の皆様をお招
きして、在日韓
国基督教総協
議会（ＣＣＫ
Ｊ）とご一緒

に「第二回東北日韓キリスト者信
仰回復聖会」を、仙台にて開催い
たしました。この催事は、既にホ
ームページでお知らせ致しました
通り、2011年11月に行われた第
一回の聖会に続いて行われたもの
で、盛会の内に終了することがで
きました。
力強いメッセージと音楽が中心
となったこの会に、崔さんは出演
アーティストの一人として来日くだ
さったのです。そしてそれだけでは
ありません。崔さんをはじめとし
たアーティストの皆さまは聖会の
後、そのまま被災地域の仮設住宅

をいくつも回ってくださり、音楽と
祈りで、傷つき困難の中にある人々
を励ましてくださったのです。（こ
のことも、既にホームページでご報
告いたしました通りです。）

被災地の仮設住宅ですから、そこ
にスポットライトが当たる舞台はあ
りません。それでも皆さまは心を込
めて音楽のメッセージを被災地に届
けてくださったのです。それは、東
北で支援を続ける私たちにとっても
大きな励ましとなりました。皆さま
の熱意は、震災から2年を経ようと
する中でなお、多くの方が祈ってく
ださっていることを雄弁に伝えてく
ださったのです。

聖会と仮設住宅訪問が終わる頃、
崔さんをはじめとしたアーティスト
の皆さまと私たちは打ち解け、信頼
関係を確かなものとしていました。
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東北ヘルプ親善大使」
崔徳信さん

第二回 東北日韓 キリスト者信仰回復聖会 ’12.917



その中で私たちは多くのお話を伺い
ました。それはなぜ崔さんが無名に
近い私たちの会に参加してくださっ
たのかというお話でした。

崔さんは、中学校から高校にかけ
ての4年間を、日本で過ごしていた
ことがあったそうです。お父様は、
栃木県にあるアジア学院で学び、北
海道で農業に関わる研究と働きに従
事されたのでした。そのために多感
な時期を日本で過ごした崔さんは、
自らの人生にも、音楽にも日本の文
化が大きく影響しているとお話しく

ださいました。そして韓国に帰国
され音楽大学を卒業し、音楽家と
して活動され有名になられた中で
も変わらず、崔さんは日本への愛
着を持ち続けてくださったのでし
た。

そうした中、東日本震災が発災
します。大きな地震に揺さぶら
れ、津波に呑みこまれて跡形もな
くなってしまった田畑や家々。そ
して雪の中で寒さに震えながら何
日も過ごさなければならない
人々。テレビの画面を通して写さ
れるその光景はあまりに衝撃的な

ものであったと、崔さんは語りま
す。

崔さんはそれから何度も日本に足
を運び、韓国で支援の働きを始めて
くださいました。そうする中で今
回、私たちの聖会の事を知り、駆け
つけてくださったのだというので
す。

崔さんの日本への温かい想いに、
私たちは胸を打たれたのでした。

被災地という大きな問題の前に、
私たちは今なお立ちつくしていま
す。そしてこの9月に崔さんは音楽
を通して被災地の私たちを支えよう
としてくださった。すべての予定を
終えて帰国されることになったと
き、私たちは、崔さん一つのお願い
をしてみることにしたのでした。そ
れは、崔さんに「東北ヘルプ親善大
使」になっていただけないか、とい
うお願いでした。厚かましい申し出
でした。しかし崔さんはにっこり
と、確かな笑顔で引き受けてくださ
ったのでした。
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菅さんのコンサートを準備する中
で、上記の出会いがありました。
そして更に、菅さんのコンサート
はその過程で一つの新しい（そし
て懐かしい）催事を生み出します。
菅さんからチャリティー・コンサ
ートのお申し出を頂いたことは、
私たちにとって、とても意義深く
感じられました。
東北ヘルプは、仙台キリスト教連
合の震災対応部局です。仙台キリス
ト教連合の前身は、1970年代に日
本基督教団の仙台・塩釜地区牧師
会が他教派の牧師を招く形で始ま
りました。集まった超教派の牧師
たちは、共働して「仙台市民クリ
スマス」等を開催していたのでし

た。1988年、この牧師会の代表で
あった菅隆志牧師が急逝されます。
この菅牧師こそ、菅英三子さんの
御尊父でした。菅牧師の急逝後、
初めて日本基督教団以外の牧師
が、この会の代表となります。そし
て「大嘗祭」という出来事が起こ
り、仙台圏の教会の立場を声明文
として表さなければならない事態
となる。こうして、名実ともに「仙
台キリスト教連合」が誕生します。
こうしてみますと、菅さんの御尊
父は、仙台キリスト教連合にとっ
て、その立ち上がりの節目に忘れ
がたく登場した、大切な「恩人」
だったのです。

東北ヘルプ事務局長の川上は、感
謝を込めてこのことを菅英三子さ
んにお伝えしました。その時、菅
さんは、御尊父がお元気であった
頃、仙台キリスト教連合が主体と
なって「仙台市民クリスマス」が
開催されていたことを懐かしく思
い出されました。そして、その復活
ができればと、私たちは夢を語り
合ったのでした。
するとほどなく、菅さんから電話
があります。「仙台市民クリスマ
ス」を行うのにちょうどよい日程
で、ちょうどよい会場が予約でき
たので、やりましょう、と。

「仙台市民クリスマス」
と「崔徳信チャリティー・コンサート」

宮城県内の仮設住宅で。右端が崔徳信さん



そして、2012年12月14日午後7
時から、仙台キリスト教連合が主催
して「仙台市民クリスマス」が約３
０年ぶりに行われることとなったの
でした。主催は「仙台キリスト教連
合」となり、牧師・信徒約40名に
よる聖歌隊が編成されました。「ク
リスマスは教会へ」というメッセー
ジを中心として、9月から準備が始
まります。

そして、この催事のニュースを知
った崔徳信さんが、忙しいスケジュ
ールの合間を縫って参加しますと、
お申し出くださいました。それは、
崔さんの被災地への想いを示してく
ださったものでした。私たちはとて
も喜びました。
そこで私たちは考えました。被災
地に、そして私たち東北ヘルプに、
崔さんが示してくださっている好意
と祈りに私たちは充分に感謝をお伝
えできているのでしょうか。そこで
私たちは親善大使をお引き受けくだ
さった崔徳信さんに、正式に目に見
える形で大使をお願いする式を持た
せて頂こうと考えました。「崔徳信
伝道師　 東北ヘルプ親善大使任命

式」です。そして、この式を最後の
サプライズとして、「崔徳信クリ
スマス・コンサート」が、12月14
日の2時半から、セットされたので
した。

2012年 12月14日
以上のような経過を辿り、二つ
の催事が一つに結び合わされまし
た。つまり、2013年12月14日の
午後2時30分から、東北ヘルプが
「崔徳信クリスマス・コンサー
ト」を、そして同日午後7時半か
ら、仙台キリスト教連合が「仙台
市民クリスマス」を、そ
れぞれ開催することとな
りました。

「仙台市民クリスマ
ス」に向けて、菅さん
は、毎週日曜日の午後5
時から行われた聖歌隊の
合唱練習に、ほぼ毎週参
加してくださいました。
また、菅さんは、声楽家

の高橋絵里さんに指導をお願いして
下さるなど、きわめて豊かな時を聖
歌隊が過ごすことができるように、
行き届いたご手配をくださいまし
た。更に、チラシや当日のパンフレ
ット等のデザインや連絡のための名
簿作成なども担ってくださり、その
準備から開演まで、文字通り中心的
な役割を果たしてくださったのでし
た。

「クリスマス・コンサート」に向
けて崔さんは、前日12月13日に来
日くださり、まず南三陸町へと足を
運んでくださいました。崔さんは津
波で根こそぎ失われた南三陸の町を
見つめ、12月16日に開催される地
元の子ども会のチラシ配りを、誰に
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青葉荘教会での練習風景



もお願いされたわけでもなく、手伝
ってくださいました。

　そうして14日となります。

「クリスマス・コンサート」で崔
さんは、共演のYoonji（ユンジ）さ
んと共に、心を込めて音楽のメッセ
ージを届けてくださいました。
代表曲である「私」「その名に」
はもちろん、クリスマスソングから

はロックミュージックとして大胆
なアレンジを施した「O ,Ho l y 
N i g h t 」、オリジナルソング
「Immanuel」が歌われました。更
に、震災時アメリカでレコーディ
ングをされていた崔さんが、その
場のアーティストの協力を得て、
作成した日本語での讃美歌であ
り、日本への応援歌でもある「愛
する友よ」。美しいメロディー
と、その中に込められた讃美と祈

りは私たちの心を確かに癒し、神へ
の賛美へと想いをはばたかせ、また
クリスマスの喜びを新たにしてくだ
さるものでした。
素晴らしい賛美の時間を共にした
後、東北ヘルプの吉田隆代表から崔
さんに「東北ヘルプ親善大使任命
状」をお渡しいたしました。華々し
くも厳粛な雰囲気の中で、変わらぬ
確かな笑顔で崔さんはこの任を、改
めて引き受けてくださいました。
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Yoonjiさん

ステージで親善大使に



「仙台市民クリスマス」は、高橋
絵里さんの独唱に始まり、祈祷・聖
書朗読・説教の合間にクリスマスの
讃美歌が聖歌隊によって奉唱されま
した。菅さんも崔さんも聖歌隊に加
わってくださいました。崔さんの
「インマヌエル」独唱と、菅さんの
「さやかに星はきらめき」独唱に挟
まれるようにして、吉田隆代表が説
教をしました。「震災の中でも、放
射能の恐怖の中でも、神様は、どこ
にも行っておられなかった。神様は
いつも、そばにおられるのです。」
というメッセージが、語られたので
した。

見よきょうだいが
共に座っている
なんという恵み
なんという喜び

と語るエンディングの歌を以て終
了した会場は、文字通り多幸感にあ
ふれていました。

新年にあたり、東北ヘルプは二つ
の方向へ、広がりと深まりを求めて

進みたいと思って
います。
一つは、地元に
ある一つ一つの教
会・団体・地域で
す。現場から離れ
ては、どんな支援
も空疎となるでし
ょう。現場は、足
元・地元にありま
す。地元の教会の
一致を求めて、私
たちは仙台キリス
ト教連合の一部として、いよいよ
理解と連帯を求めて行きたいと思
います。そうした中で、菅英三子
さんが協働してくださいましたこ
とは、私たちにとって本当に心強
いことでした。
そしてもう一つ、今後、東北ヘル
プは世界との連携を深めていきた
いと考えています。特に、韓国の
教会の皆様との連携を強化したい
と願っています。韓国の皆さま
が、本当に熱い思いで被災地を祈
り支え続けてくださっているから
です。このことは2年目から3年目
の活動を展望する私たちにとっ

て、代えがたい支えとなっていま
す。その連携の中で崔さんが親善大
使として両者を繋いでくださること
は、これ以上ない助けです。

日本と韓国の間に、歴史・戦争・
領土等、多くの問題が存在するのは
悲しい事実です。また、地元の教会
もまた、高齢化の中で震災後の日常
を生きる日々に、疲弊し息切れを見
せています。
　そうした中で、容易く分断が引き
起こされることでしょう。しかし分　　
断は何も生み出すことがないでしょ
う。私たちが目指すべきは、避けが
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頌主
この度は東北ヘルプへの支援の可
能性をお示しくださいましたこと、
本当に心強く存じます。以下に、現
状を整理してお伝えし、感謝を込め
て支援の要請をさせて頂きます。

１．現状

（１）現在の支援組織は以下の通り
である。
a. 仙台キリスト教連合
任意団体。仙台圏にあるカトリ
ック・プロテスタント・諸キリス
ト教団体からなる緩やかな連合
体。代表と世話人によって意思
決定がなさ
れている。

b. 仙台キリスト教連合被災支援ネ
ットワーク（東北ヘルプ）
上記「連合」の被災支援部門。
上記「連合」の総会（「全体
会」）にて設立され、「連合」
世話人会に報告義務を負ってい
る。募金と情報を収集・整理・
配布することで、教会再建・教
会ネットワーク構築・民生支援
を行っている。２０１１年３月
１８日設立。

c. 東北ディアコニア（東北ヘルプ
事務局）
一般財団法人。上記「ヘルプ」
の事務を担当する。海外から一
括で多額に送られてくる資金を
管理するために設置された。
「ヘルプ」の理事によって理事
会と評議員会を構成している。
２０１１年９月３０日設立。

（２）現在の被災地の様子は、以下
の二つに分類される。
a. プレ-震災＝「不安」という放射
能被害
地震の後に生じた原子力発電所
爆発事故の結果は、まだその全
容が見えていない。現在５万人
を超える福島県民の避難者が出
ている等、既に大きな影響が出
ているとはいえ、未だその被害
は拡大する気配を留めていな
い。今後、大規模な健康被害な
どの可能性も予想され、パニッ
クが生じることが懸念される。
この問題の核心は、「不安」に
ある。

b. ポスト-震災＝「孤立」という津
波被害
地震の後に生じた津波は、１５
０００人を超える人命を一瞬に
して奪った。４０万人を超える
人々が避難を余儀なくされた
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たく分断が生ずる中で、互いのため
に和解を訴え、そのために祈り、自
らを献げることではないでしょう
か。

パウロという人が聖書に有名な言
葉を残しました。それは教会という
人の集団を、一つの体にたとえる言
葉です。パウロは弱い部分に注目し
ます。弱い部分こそが、身体を一つ
に結び合わせる。だから弱い部分を
軽んじてはならないというものです
（Ⅰコリ12：20－26）。
私たちの生きる世界においては、
あるいは、分断が不可避である、と
いうのが現実かもしれません。それ

に加えて、震災は多くの人を困難の
中に陥れていまに至っています。し
かしそこに解決のヒントがあるかも
しれない。私たちが震災に痛む人々
と共にあるならば、私たちは祈りを
通して、何度でも、一つになる可能
性を持っているはずです。

私たちは、そのようにして皆共に
主に用いられることを通して、一人
一人の被災者各位が絶望から抜け出
し、希望を見出すことを心から祈り
励んでいます。そうした私たちの働
きが、混乱の中にある世界に和解を
示す「燭台に置かれたともし火（マ
タイ5：15）」となることを、私た

ちは望見しています。小さな地元の
出来事が、世界の平和に直結して行
くのではないかと、望見しているの
です。

2012年の下半期を振り返り、そ
こにあった出会いの連鎖を辿る時、
私たちは大望を抱きつつ足元を一歩
一歩踏みしめて進むことができるよ
うな気がしてきます。
新しい年も、どうぞ宜しくご支援
の程、お願いを申し上げる次第で
す。

2013年1月1日
阿部頌栄・川上直哉　記

　　支援の現状
　　　　　と支援の要請

川上事務局長による全体会での現状報告



後、徐々に自立への取り組みが
展開している。その過程におい
て、取り残される人々のケアが
求められている。この問題の核心
は、「孤立」にある。

２．対策

上記現状に対して、東北ヘルプが
取りうる対策を検討するならば、以
下の通りまとめられる。

（１）東北ヘルプの可能性：東北ヘ
ルプは、自らの強みを活かして、以
下のように「不安」と「孤立」に抗
する。

a.  教会ネットワークであること＝
「密着」しつつ「直結」している
こと
東北ヘルプは、現場を重視する
緩やかなネットワークでああっ
た。このことによって、東北ヘ
ルプは、地域に根差して住民に
「密着」し、且つ、世界と「直
結」しているという特徴を帯び
ることとなった。結果、地域の
リソースを活用しつつ世界の力
を集めることができ、有事の機
動的な活動を可能ならしめた。
今後東北ヘルプは、この特徴を
活用するのみならず、同様の枠
組みを他地域（特に福島）に移
植することができる。このこと
によって、東北ヘルプは諸教
会・団体と連携して「不安」と
いう問題に取り組むことができ
る。

b. キリスト教の思想に根差している
こと＝ギリシャ人には愚かなこ
とに取り組むこと
支援の限界を考える際、支援の
目標として「自立」が目指されな
ければならない。そして、「自
立」が進むほどに問題となるの
が「孤立」という問題である。
自立する力のある人は、次々と
仮設住宅から出て行く。遺され

た人への支援は細って行く。教
会は、最後まで一人の魂を見続
ける原理（ルカ伝１５章等）を
持っている組織である。とりわ
け被災地にある教会はその原理
に忠実であろうとしている。そ
の教会のネットワークを用いる
ことができる東北ヘルプは、諸
教会・団体と連携して「孤立」
に取り組むことができる。

（２）具体的施策：上記に即応し
て、具体的施策を以下の通り提示
する。

a. 不安に抗するために、3つの施
策がある。

a-1　短期保養プロジェクト
「不安」に抗すべく地域への「密
着」を強める働きとして、短期
保養プロジェクトを推進する。
空間放射線量の低い地域へと放
射能被災者世帯を数日間廉価で
定期的に避難させるための支援
を行い、その支援の中で被災世
帯との長期的な関わりを進め、
経年変化を見守る。こうしてい
ち早く被災者の身体的・社会的
変化を把握し、アドボカシーへ
と繋げる。このプロジェクトは
「ふくしまHOPE」プロジェク
トと連携し、２０１６年まで継
続し、その後の展開を検討す
る。

a-2　食品放射能計測プロジェクト
「不安」に抗すべく地域への「密
着」を強める働きとして、食品
放射能計測プロジェクトを推進
する。来所者が持ち込む食品や
尿・母乳を無料で検査し、更に
その結果を伝える際にスピリチ
ュアル・ケアを行う。この支援
の中で内部被爆の防止のみなら
ず、地域において内部被爆が起
こっている可能性をいち早く察
知し、警告を発しアドボカシー
を行う。このプロジェクトは国
内募金によって永続化させる。

a-3 地域連帯と国際的連帯の構築
 上記プロジェクトによって獲得さ
れた地域の情報を全国および世
界に直接伝えるルートを確保
し、以て「不安」に抗するため
の備えとする。そのために、
（１）地域の教会同士の連帯を
強め、各教派が接続している世
界組織と連絡しあい、（２）他
宗教との連帯を構築し、日本国
内のアドボカシーへと直結さ
せ、（３）諸宗教間連携の姿を
示して世界に積極的なメッセー
ジを発する。

　具体的には、９月１７日に「韓国
基督教教会協議会（KNCC）」
と共に福島のための祈祷会を仙
台市内で開催し、９月２９日に
諸宗教者による全国組織「宗教
者九条の和」と共に仙台市内で
シンポジウムを開催し、１０月
８日に福島県内の教会で構成す
る「福島県キリスト教連絡会
（FCC）」と共に福島県須賀川
市内でワークショップ「福島の
震災を語る会」を開催した。今
後、１０月３１日から１１月５
日に行われる「アジア教会協議
会（CCA）」がインドネシアで
開催する「環境・経済・アカウ
ンタビリティ」に参加し、１２
月３日から一週間の日程で福島
県会津市内で行われる「原子力
を考える宗教者国際会議」に
「FCC」「会津市民放射能情報
センター」「原子力行政を問い
直す宗教者の会」と共に参加す
る。そして２０１３年１０月に
韓国釜山で行われる「世界教会
協議会（WCC）」にニュージー
ランドの諸教会と共にブース展示
を行う。こうした機会を通じ
て、福島県で生起している具体
的事象を世界に発信する。
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b.「孤立」に抗するために、以下の
3つの施策がある。

b-1. 仮設住宅支援プロジェクト
「孤立」に抗すべく仮設住宅の
自治機能を強化する。支援者と
共に仮設住宅自治会責任者の協
力を得て仮設住宅住民へのアン
ケートを行い、その分析を行っ
て、仮設自治会責任者と共にそ
の内容を検討し、現在の状況に
合致した支援を組み立て実行す
る。２０１３年度までの継続を
目標とする。

b-2. 内職支援プロジェクト
「孤立」に抗すべく各被災者の経済
的自立を支援する。既に開始されて
いる「だるま制作」（身延山の技術
供与と販路を得て開始された若林区
の津波被災者によるだるま制作）
や、「ハートニット・プロジェク
ト」（岩手県沿岸部の仮設住民によ
る毛糸手編み製品制作・販売の支援
と販路の開拓事業）といった「内
職」の支援を展開し、更に持続性を
獲得するよう努める。２０１３年度
までの継続を目標とする。

b-3. 「臨床宗教師」の確立
「孤独」に抗するための支援
は、長期化する。経済的基盤は
細って行く。支援者が福祉や医
療等の資源を活用できるように
なることが求められる。また、
仮設住宅住民に限らず、津波に
よって生活を一変させられた
人々は、肉体的・経済的な困難
の中にあり、逝去者の数も増加
している。各宗教者はケア対象
者（信徒等）の背後にある家
族・福祉関係者・医療関係者と
の連携の必要に迫られている。
宗教者は長期間一人一人の魂
に寄り添う。その特徴こそ「孤
独」に対応するものと思われ
る。実際、今次の震災におい
て、宗教者は共働し「心の相談
室」を立ち上げた。「心の相談
室」とは、医療者を代表（室
長）とし、宗教者を副代表（室
長補佐）とし、宗教学者を事務
局長とし、諸宗教者が合議し移
動傾聴喫茶「Café de Monk」
と無料電話相談とを行う任意団
体である。この任意団体は、喫
茶と電話相談の告知のために、
２０１１年９月～２０１２年９
月まで、ラジオ放送を行い、こ
の放送は書籍となって発刊され

た。東北ヘルプはこの「心の相談
室」立ち上げの発起人となり、
現在も東北ヘルプ事務局長は副代
表（室長補佐）の任に就いてい
る。
この「心の相談室」の活動を
永続化するために、支援に従事
している宗教者および被災地の
宗教者個人に医療者や福祉関係
者と連携するための訓練を施し
つつ、諸宗教者の協働を持続し
て公共性を獲得する努力を続
け、「臨床宗教師」を確立す
る。このために、2012年３月、
東北ヘルプは東北大学と共働し、
「実践宗教学　 寄附講座」を設
立し、事務局長が運営員長に就
任した。今後この講座を２０１
４年度まで運営し、この講座に
よって「臨床宗教師研修」を実
施する。既に第一回を終了し、
１２名の修了生を輩出した。第
二回目の研修は２月・３月に行
われる。

３．支援の要請
上記対策の内、特に現在資金
的な困難を抱えている事業は、
「a-2」にある食品放射能計測所
の運営事業である。
「a-2」については、最低限の
活動を継続するために年間約１
２００万円を必要としている。
２０１３年の運営に向けては、
初年度（２０１２年度）資金を
くださった海外の支援団体に支
援の継続を申請しているが、資
金獲得の成否は尚不分明であ
る。現在、国内の大学関係者・
同窓会関係者に募金を行いつ
つ、全国・全世界の教会に支援
を要請している。別表に年間経
費の算出表を、別紙に最近の報
告書を提示する。ご高覧を賜
り、ご支援を賜れば幸いであ
る。

２０１２年１２月２０日
作成　川上直哉　　

（東北ヘルプ事務局長）
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１．魂のケア
　私たちは、他の市民放射能測定室
とは異なり、計測に時間のかかる母
乳・尿の計測、すなわち内部被曝に
関わる計測を積極的に行ってきた。
これらの計測活動に対して計測依頼
者様がFacebook、Twitter など
SNSにより感謝の言葉を情報発信し
て下さったことは大きな励みとなっ
ている。特にそこで評価されている
ことは、計測された数値の精度その
ものもさることながら、不安と悲嘆
の中にある放射能被災者の言葉を聞
き、その魂にどれだけ真剣に寄り添
おうとしているか、だった。
　 食品放射能計測所の中には、
CPC（Clinical Pastral Care）の場
所が設けられていて、計測依頼者の
不安や悩みを専門職員や計測所のチ
ャプレンが傾聴してきた。その数は
４ヶ月間で81件となり、更に増加
傾向にある。また、リピーターも多
い。これはこの計測所の大きな特徴
となっており、世界のキリスト教界
が支えている食品放射能計測所とし
て真にふさわしい活動になっている
と考えている。

２．放射能の計測
a. 食品の計測結果と分析
　 開所以来仙台食品放射能
計測所に持ち込まれた検体
の数は409件となり、計測
依頼者の希望による一部の
例外を除き3600秒以上の計測を行
った。これ以下の時間では定量限
界がヨーロッパ諸国の基準よりも
大きくなるので、単なるスクリー
ニング検査となるからだ。そこ
で、できるだけ誤差を減らした上
で、計測依頼者に対して値の説明
に努めた。故に、当計測所の結果
報 告 書 に あ る N . D . （ N o t 
Detected）は、「（誰かが定め
た）任意の数値を下回っている」
という意味ではなく、「検出限界
値以下である」ということを意味
するものとなった。
　 これらの計測の内、土壌や水、
人由来物など基準の違うものを除
いた「食品」のみの計測は255件
あった。その結果のうち、食品に
含まれる放射能についての日本の
基準100Bq/kg（2012年4月）に
触れるものは10件(3.9%)であっ
た。しかし、同じ結果をウクライ
ナの基準に当てはめると16件

（6.2%）の基準超えとなり、ヨー
ロッパの基準にあてはめると26
件、10.1％が基準超えとなる。そ
して、世界で最も厳しい基準を提唱
しているECRRの基準に照らすなら
ば、大人の基準で33件(12.8%)、
子どもで50件(19.5%)の基準値超
えの食品があった。つまり日本で
は、食品中に含まれる放射能の規制
基準が100Bq/kgと高いことか
ら、食品に含まれる放射能の数値が
あまり問題となっていないが、他国
の基準からするならば問題とされる
べき数値の食品が看過できない程度
に流通しており、それを日本の人は
我が子にも食べさせているという実
態が明らかになってきた。
　特に顕著な放射能の値を示した食
材は、椎茸などの菌類、筍、キウ
イ、イワナなどの川魚であった。こ
れらのものから検出された500Bq/
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　私たちは、NCC-JEDRO様を通して、世界のキリスト教を母体とするネットワークによ
って支えられ、仙台といわきにおいて食品放射能計測所を開設し、放射能による恐怖、不
安と悲嘆に苛まれている被災者に寄り添う活動をしてまいりました。この活動を通して、
放射能による被災犠牲者には、魂の平安に繋がる活動が、必要不可欠なものであると確信
を得ました。この活動をお支え頂いておりますことを心から感謝いたします。以下、これ
までの活動の報告と展望を記し、感謝の表れとさせていただきたく存じます。

報　告

計測結果の説明をしています

仙台・いわき食品放射能計測プロジェクト

報 告 と 展 望
作成：食品放射能計測プロジェクト共同運営委員会



kgを超える数値は、原発事故直後に
制定された暫定基準にすら抵触す
る。
　しかも、これらの高濃度汚染食材
は福島県産だけではなく、宮城県北
部や栃木県北部など福島県以外にも
及んでいる。当計測所に食品の計測
依頼をする人々は、ある程度放射能
のリスクを考えて食材を選んでいる
人々と推測されるが、その人々をし
てこれだけの基準超え食材を購入し
ていることは、そうではない人々に
は潜在的なリスクがあると認識せざ
るを得ない。
　なお乾物に関しては水分が蒸発し
て質量が減り、更に水分による自己
遮蔽が無くなる事から質量単位の放
射能がより高く検知されると推測さ
れる。茶葉などもそのままで食すの
でなければ通常もっと希釈されるこ
とになるので、単純に放射能の値だ
けで判断しないほうがよいものもあ
る。厚生労働省が出した放射能測定
のガイドラインにも同様のことが掲
載されているが、厚労省のものは計
測前に希釈することが勧められてい
る。これは水による遮蔽を考慮して
いないので、我々はこの手法を採用
していない。

b. 内部被爆
　食品放射能計測所では、内部被曝
を調べるために72件の尿計測と3件
の母乳計測を行ってきた。民間で尿
計測を行っているところは他には無
く、しかも研究施設に依頼すると1
件で2万円ほどの料金を請求され

る。そこで、無料で、比較
的精度の高い計測をする当
計測所に依頼が集中するこ
ととなっている。尿計測は
バックグラウンド計測に10
時間、本計測に10時間を要
する計測となる。機器が極
端に雷撃に弱いので、雷の
多い季節にはしばしば計測
が中断し、職員に週末出勤
を余儀なくさせることとな

った。使命感の強い職員が与えら
れたことは感謝に堪えない。精度
の高い計測をするために、測定器
本体の遮蔽の他に、水や鉛ブロッ
クによる二重三重の遮蔽が必要だ
った。これらの精度を生み出すた
めの努力は、通常の食品放射能計
測にも反映されることとなった。
　計測の結果、3件の母乳からは放
射能による有意な数値は全く得ら
れなかった。また、尿計測に関し
ても72件中、2Bq/kgを超える数
値が出たのは1件のみだった。その
１件は８Bq/kgだった。水は自己
遮蔽するので通常の食品よりも数
値は出にくい。汚染地帯である郡
山市の沼の水を測っても40Bq/kg
程度なので、尿から検出された
8Bq/kgという数値は明らかに異常
値であると言えるだろう。しか
し、同じ家に住んでいた家人2名の
尿からは放射能は検出されなかっ
た。彼女らは別の物を食してお
り、マスクを常用していたという
ことである。故にこの方の被曝は
原発事故直後から自家栽培の汚染
野菜を食し続けたこと、マスクな
どの呼吸器からの被曝を考慮して
生活してこなかったことなどの原
因が考えられる。成人のCs体内半
減期は約90日なので、食事と呼吸
に気をつけた上で、3カ月後の再計
測をお勧めした。

３．講演活動
　 食品放射能計測所発足以来、私
たちは、食品放射能計測所の職員
を派遣し、放射能から子どもを護

るための食事等についての講演活動
をしてきた。具体的には、放射能か
ら身を守るための栄養講座を3回、
「お母さんのお茶会『ここから』」
に参加しての栄養指導が10回。　
食品放射能計測所利用者に対する
「栄養ニュース」の発行が13回と
なった。「栄養ニュース」は食品放
射能計測所のホームページから自由
にダウンロードできるようになって
いる。放射能について不安を抱いて
いる方（主に小さな子どもを持つ保
護者）と接点を持ち、その不安に寄
り添うために非常に有効な場となっ
ているのでこれからも続けていきた
い。
　また、東北ヘルプ理事で、食品放
射能計測プロジェクトの運営委員で
ある三枝理事も講演活動を6回行っ
た。

４．課題・克服すべき問題
関東、東北に多くの市民放射能測
定所が開設されてきた。これらは、
公的機関の発表する放射能値を甘ん
じて受けるだけでは得心せず、自ら
持ち込んだ食品の放射能を計測する
ことでその身を守ろうという市民の
呻きの発露だろう。しかし処理技術
の未熟さや数値を読み取る際の誤解
から、公表してはならないであろう
怪しげな数値が独り歩きするように
なってきている。
一方、行政が主体となって開設さ
れた公的計測所の中には計測時間
15分のところもある。このような
短時間計測では、検出限界値
50Bq/kgも怪しいだろう。全国市
民放射能測定室ネットワークの会議
でもこれが問題視され、「測る測る
詐欺」とまで呼ばれていた。
市民が心の拠り所にしている放射
能測定室が、逆に測定根拠の薄い数
値によって市民の不安をあおる結果
になっている。あるいは、行政は決
して安心と言えるような数値を提供
出来ない状態で運営されている。こ
うした事態を防ぐためには計測職員
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真剣に計測所の説明を聞く見学者



10月4日(木)
　クラッシュ・ジャパンのミィーテン
グに参加。9月の活動報告が行われ
た。小坂忠師のコンサートは大変喜ば
れ、励ましを与えられたとのこと。ま

た、今月の予定、開催地を検討し、
新しく「新地がんご屋仮設住宅」が
予定された。他、「小池長沼仮設住
宅」でも行う予定。

30、31日は同盟基督教団茅ヶ崎教会
員の支援を受け、「トーンチャイムで
歌おう」という催事を、大野台とが
んご屋仮設住宅で開催されることが
確認された。
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に対する技術講習と共に、市民放射
能測定室がクロスチェックを依頼で
きる場を設けることが必要となる。
しかし圧倒的な測定精度を持つGe
方式のγ線スペクトロメーターを導
入している測定室は、全国の市民放
射能測定室ネットワークでもわずか
3箇所しかない。しかも、その内の
２台は維持費がかなりかかる液体窒
素冷却方式を取り入れているので、
安価でクロスチェックを依頼できる
ところは皆無といってよい。これで
は多くの市民放射能測定室はクロス
チェックの機会と信頼を失い、彼ら
の尊い志が無駄な労苦になってしま
いかねない。

　東北ヘルプといわきCERSネット
が行っている食品放射能計測プロジ
ェクトは、Ge式放射能測定機を利
用して食品の計測が可能な空間放射
線量率の低い仙台に計測所を持って
いるので、新たな設置場所を探す必
要がない。また、国立の研究機関で
Ge式放射能測定器を使用して実験
をしてきた経験のある優秀なスタッ
フがいる。現在導入を希望している
テクノエーピー社製Ge式放射能測
定器TG150Bは、ペルチェ素子
（電気）を使用してGe計数管を冷
却しているので、液体窒素方式に比
べてはるかにランニングコストが安
い。これは、関東で活躍している一
ノ瀬ラボ（長野県）でも採用されて
いる機種だ。この機種があれば、母
乳や尿の高精度の計測のみならず、

広く他の市民放射能測定室に対して
クロスチェックの機会を提供し、精
確な計測活動ができるようにサポー
トできるだろう。これは、放射能被
害の渦中にあって、愛する者のいの
ちを護ろうとしている人々には大き
な朗報となる。そして、この機械を
使いこなす能力を有している当計測
所が、莫大な数の裨益者を得る事と
なる。
　
　 私たちの計測所においでになる
方々の不安と悲嘆にある魂に、「気
安め」を語るだけならば、現在の機
械でも可能である。しかし、多くの
市民放射能測定室に連なる人々の安
寧に繋げるためには、公的機関が使
用しているものと同様の方式の機種
が必要であると判断される。

　福島第一原発は、福島県の太平洋沿岸部のちょ
うど「真ん中」あたりに位置していました。その
南北には、大規模な津波の被害と共に、深刻な放
射能の被害が重なる「二重の被災地」が広がりま
す。

　 その北側に、相馬・南相馬の両市があります。
私たちはこの地域への支援を継続しています。私
達にできることは限られています。除染もできま
せん。生活の保障もできません。しかし、人間の

尊厳にかかわることはできます。「あなたは決し
て打ち捨てられてなどいない」ということを、証
することは、できます。それは、思いを寄せ、体
を運び、出会い、そして記憶するということで
す。

　 そうした活動は、10月も続けられました。良
い報告書を頂きましたから、下記にお示しいたし
ます。ご高覧を賜り、「福島の今」を知っていた
だく一助となればと願います。

シリーズ
　 福 島 は 今

第三回　相馬・南相馬
震災支援書プロジェクト

　 そこで新しい年度に許されるならば、東北の市民放射能
測定室に先駆け、ペルチェ素子方式のGe式放射能測定器を
１台、導入したいと考えている。



　 12月はクリスマスプレゼントを用
意することが話された。
10月8日(月)
福島の震災を語る会が須賀川シオンの
丘教会に参加した。
10月10日(水)
図書館で読み聞かせのための絵本を借
りる。午後「新地がんご屋仮設住宅」
に「おはなカフェ」の案内を120部配
布する。
10月11日(木)
ミニコンサート用の歌詞の準備、コピ
ーを教会で行う。
10月12日(金)
　新地がんご屋仮設住宅にて、「おは
なカフェ」「絵本の読み聞かせ」「ミ
ニコンサート」を開催
相馬教会と恵泉教会大喜多師と牛久恵
泉教会から支援者がある。仮設住宅か
ら11名の参加者と3名の幼児の参加が
あった。初めての場所でしたので少し
不安であったが、責任者の協力があ
り、よい会となったことを感謝した
い。
　この仮設にお住いの方々は、富岡町
双葉町・浪江町・小高区などの人々
で、主に放射能からの被避難者であ
る。全く自宅に戻れない人達。この内
特に小高区の方々については、家を失
ったり、戻ることが困難となっている
ことを話してくださった。「いつ帰れ
るかわからないし、草が辺りを覆って
いる」と涙しながら笑顔で語っておら
れた。これからも、ゆっくりと交わり
寄り添っていこう、と思う。
10月 15日(月)
　大野台仮設住宅へ集会場を訪ねる。
　 20・22日に行われる支援の用意を
する。第8仮設と第4仮設住宅を借り
る手続きを済ませた。
23日(火)
「トーンチャイムで歌おう」の案内作
成約300部を教会でコピーする。
24日(木)
午後小池長沼仮設住宅へ催事案内を配
布(200部)
26日(金)
小池長沼仮設住宅にて「お花カフェ」
「ポプリ作り」と「ゲーム」を開催。

支援者は17名の体制。少しのんびり
と始める。葛西師のゲームで盛り上
がる(じゃんけんゲーム/電話ゲー
ム)。顔なじみの方々が多く、和やか
にポプリ作りを楽しむ。ローズとラ
ベンダーの香りを包み、リボンで結
びお花を飾る「ポプリ」。笑顔と歓
声で良きときとなった。70代の婦人
が29歳の娘を津波で失っ た悲しみ
の中でこれを飾ると言って涙を誘
う。孫が小さいので可哀そうとも言
われた。帰りに一人の男の子が支援
者の一人といつまでも遊んでいたこ

とが印象に残る。
10月27日(土)午後
雨天の中、大野台第4.第8仮設に案内
配布
10月28日(日)午後
雨天の中、新地がんご屋に案内配布
10月30日(火)
　 大野台第仮設住宅にて「トーンチ
ャイムで歌おう」開催
　 支援者は15名。初めての所なので
集まりが悪いと思われ、戸口で一軒
一軒声をかけてみる。参加者は20名
であった。トーンチャイムで童謡紅
葉や故郷、里の秋等を楽しむ。一緒
に楽器を鳴らし、歌うという作業に
一生懸命になり声をだしていること
に喜びを感じてくれた。又、稲津姉
の巧み身体と頭を使った体操を楽し
み、「とんとんとんからりん隣組」
の歌で若き日を思い起こした。

　 手作りのカステラでお茶を楽し
む。浪江地区の方たちは、家へは帰
れないこと、家族が離れているこ と
を話してくれた。「鉄道所唱歌」の
替え歌を歌いながら涙し、これから
のことに不安を語りつつ、生きてい
ることの不思議に心をはせていた。
名取の方々は、津波で帰る家が無い
と嘆く。また、ストレスで癌になり
治療を受けていることなどを話して
くださった方もいた。
10月31日(水)
　 新地がんご屋仮設住宅にて「トー
ンチャイムで歌う」開催
　 参加者は、大人9名と幼児3名。支
援者は、茅ヶ崎教会などから計20
名。自治会のご厚意を頂き、良き会
となり、「トーンチャイム」を楽し
む。今回は小高地区の方や新地釣師
地区の方も参加。家を失い、戻るべ
きところが無いことなどで子どもの
頃や育った町のことを懐かしんで話
をされた。慰める言葉がなかった。
茅ヶ崎教会の方の手作りクッキーや
カステラでお茶を楽しみ、タオル体
操で心と体を動かし小さなプレゼン
トも出来た。

　 一か月の働きを終え、被災者から
うかがう話を反芻している。出会う
人々にこの話を伝えつつ、次の支援
に備えている。

担当:後藤一子
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被災地に学ぶ旅～福島・宮城・岩手～
名古屋ＹＷＣＡ会員　脇田純子（７０歳）

２０１２年１０月１６日　

　 名古屋ＹＷＣＡは東日本大震災後、支援プロジェクトをたち上げ（１）シンチ・ハート・チーム(新
地町の小学校とつなぐテレビ電話)(２)あるがままチーム（愛知近隣に来られた方々のつながりの場の
提供）（３）チャリティイベントチーム（４）支援品　支援募金チーム　を４つの柱として活動を続け
ている。そして今夏、福島の子供たちに安心して外で思いっきり遊んで欲しいという思いで「名古屋い
りゃあせツアー」を企画し、福島の各地から１１家族をお招きした。交流をする中で、やはり被災地に
足を運び、見て・聞いて・触れ合いたいという思いが強くなり、一つの旅の企画が立てられた。その企
画は、「被災地に学ぶ旅～福島・宮城・岩手～」と名づけられた。以下、その同行報告を記す。

（１）福島見学
　 福島では、まず福島ＹＷＣＡの
方々の案内で福島市内のモニタリン
グポストを見学した。名古屋市の数
値よりかなり高いことに驚きを覚え
る。
その後、この夏に桃を取り寄せて

ご縁のあった菊田果樹園を訪問。ご
夫妻から福島市における果樹生産と
出荷の状況についてお話を伺った。
「販売状況は決してよくないが、め
げずにやっていくよりほかに他な
い・・・」とのこと。目の前には、
出荷間近のリンゴがたわわに
実る。「もいで持って帰っ
て下さい！」との声を頂
き、リンゴ狩り気分を味わ
いながら、２個大事にカバ
ンに入れた。
続いて、飯坂温泉旧堀切

邸を見学。静かで趣深いた
たずまいの町並みは、ゆっ
くり散策したいと思わせる
場所であった。しかし、観
光客は激減した様子であ
り、町の人たちの表情には
厳しさがあらわであった。
　その後、フルーツラインを走
り、日本ＹＷＣＡ被災地支援事務所
「カーロふくしま」へ。カーロとは
イタリア語で「たいせつな・親愛
な」という意味とのことである。

夕食交流会では福島ＹＷＣＡの
方々、いりゃあせツアーに参加にさ
れた方々と一緒に懐かしく楽しいひ
とときを過ごした。放射線量の高い
中で暮らす不安も語られ、原発の危
険性を再認識した。

（２）アミマーさんたちと
の出会い
　 翌日は盛岡へ向かう。東北ヘルプ
の方々の出迎えをうけ、車に分乗し
てハートニットプロジェクト事務局
へ。

「ハートニット」とは、岩手県沿
岸部の仮設住宅住民の方々に編み物
を習得して頂いて「手仕事」を作ろ
うとするプロジェクトである。震災

後、食が届き、衣が届き、暖が確保
されてくるうちに、次には心の癒し
が必要だと感じ始めたボランティア
の方が、編み物作業を通して女性た
ちの心に温かな思いを抱いていただ
ければと、始まった。編み上げられ
た数々の作品は好評を博し、作品の
商品化へと発展した。
この旅を計画する中で、何をお土

産に持っていこうかと思案している
時、「お土産にはぜひ毛糸を持って
きて下さい！」と伺っていた。急
遽，会員や教会関係に呼びかけたと

ころ，４つのダンボール箱いっ
ぱい集った。また、この旅
の直前、名古屋ＹＷＣＡで
はバザーがあり、岩手・宮
城・福島の物産の一部とし
て、ハートニットの編み物
製品を並べ販売することが
できた。その売上金と共
に、段ボール4つの毛糸を
「お土産」としてお届けす
ることができた。
編み手の方々を、プロジェ
クトでは「アミマーさん」
と呼ぶ。このアミマーさんた
ちを訪ねることも、この旅の

大きな目的の一つだった。最初
に平田仮設住宅集会所で、アミマー
さんと交流。名古屋の販売会の様子
等をお話しし、若い人向けに作られ

ハートニット事務局にて
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た製品など見せていただいた。
　 次に甲子仮設住宅のアミマーさん
にお会いした。毛糸に出会って無心
になれる時間が持てたこと、編み物
が今の生活の大きな慰めになってい
ること、自分の作ったものが誰かの
手に渡っている喜びを覚えているこ
と、などを話してくれた。帰り際
に、夫の定年前に建てた家が流され
てしまい、まだまだ落胆、無念の思
いがぬぐえないと話された時には、
言葉もなく思わず涙してしまった。
　 「編み物をすることによって、何
もない所から一歩前に進む勇気と希
望をもらいました」とおっしゃるア
ミマーさんたち。
心をこめて編み上げた作品が多く

の人の手に渡ってつながっていくこ
と、そしてその収益がアミマーさん
たちのささやかな喜びになることを
願って、これからの私達の活動を考
えていきたいと強く思ったアミマー
さんたちとの出会いだった。

（３）岩手県沿岸部視察
　 今回の旅は、岩手県沿岸部の
「今」を知る貴重な機会となった。
　 釜石では壊れた家屋が点在する中
で、大槌町で家を流された被災者ボ
ランティアさんから話を聞
いた。「くよくよしていて
もはじまらない。前向き
に生きるためにボランティ
アしているのです」という
言葉に頭が下がった。
　 大船渡・陸前高田・気
仙沼の津波被災地を見て
まわったが、更地になって
いるところに草が生え、
その中に半壊家屋や打ち
上げられた船が残されてい
た。その殺風景な風景
は、かつての生活ぶりを想
像することも困難な程であった。た
だひたすら、言葉を失った。ある場
所にはお地蔵さんや十字架が置か
れ、花が手向けられていた。思わず
手を合わせた。一日も早い復興があ
るように。神から与えられたいのち

そして自然が守ら
れ、育まれ、生か
される日本、世界
であるように。原
発から再生エネル
ギーへの転換が前
進していくよう
に。そう祈った。

（４）教会訪問
　 祈りの思いを抱きつつ、今回の
旅では二つの教会を訪問させて頂
いた。
まず私たちは、陸前高田キリスト
教会を訪問した。森田牧師から当時
の状況、今の思いなどをお聞きし
た。コーヒーのおもてなしを受け、
阿部牧師の祈りをもって教会を後に
した。
　 次に訪ねた千厩教会は危険建物と
なり、礼拝は信徒宅の広い部屋を利

用していた。現在は移転地を決め、
今後土地を購入し建築の準備をすす
めているとのこと。更に驚いたこと
に、教会の軒下や雨樋では極めて高
い放射能数値が出たという。この教
会の敷地が「ホットスポット」とな
っていたのだ。原発爆発事故現場か
ら遥かに遠く思われる岩手県にも、
大きな影響がでていることに、驚か
された。

（５）まとめ
　 わずか３日間であったが実り多い
ものがあった。見たこと、聴いたこ
と、触れ合ったことを今後どのよう
に活かしていくかを話し合っていき
たい。
　 福島ＹＷＣＡ、東北ヘルプの皆さ
んの温かいご協力に感謝している。

平田・甲子仮設住宅でアミマーさんと交流

釜石市で被災状況を視察

津波が教会の寸前のところまで
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　 １２月１１日発災から１年９ヶ
月、もうそんなに経ってしまったか
と思う反面、被災した方々にとって
は一変してしまった人生、あれから
重苦しい日々が続いたに違いない。
その間キリスト教系ボランティア団
体でも国内はもちろん海外からも物
資、がれき撤去、建物復旧、自立へ
向けての支援などがなされてきた。

　 被災した地域の中でも最も津波の
被害が大きかった南三陸町ではキリ
スト教系ボランティア団体が力を合
わせ２０１２年６月にクリスチャン
センターが建設された。東北ヘルプ
も資金面の支援や人的支援に携わっ
たことから、代表者で東北ヘルプの
理事でもあるキリスト聖協団 仙台西
教会の中澤竜生牧師にその経緯と役
割を伺った。

　 中澤先生は発災前、とくにボラン
ティアや奉仕を中心に教会生活を送
っていたわけではなく他に仕事をも
ちながら日曜日の礼拝を守ってい
た。震災の時はライフラインの停止
状態があったので、それまでの日々
に忙しさから「これで休める、仕事
をしなくていい」と大喜びだった。
しかし東京から「連絡の取れない牧
師がいるから一緒に探してくれない
か」と頼まれ震災４日目に東松島の
避難所へ探しに行ったところ。そこ
で悲惨な状況を目の当たりにしてし
まう。避難してきた人達はヒステリ
ックで泣き叫び、怒鳴り合ってい
る、人前で平気で喧嘩をしている夫
婦がいる。トイレの悪臭がひどい。
とても人間がいる環境ではない状態

をみてショックを受けたと中澤
先生はいう。探している牧師はなか
なか見つからず何カ所も訪ね歩き避
難所によっては腰まで水につかなけ
れば行き着けないところなどもあっ
た。とても寒いなか震えながら東松
島市のほとんどの避難所を探し回っ
たが見つからず、最後の最後、最終
的に確認のためにと、遺体安置所に
行き、一体一体くるまれている毛布
をめくって約２００体程の遺体を見
たそうだ。そこでも結局見つからず
そのまま家に戻った。その時に「自
分たちは難を逃れたが、現地ではあ
んな悲惨な状態なんだ」と思われ
た。その夜にもう一度他の場所を訪
ねてみると、やっとその牧師と会う
ことができた。無事に生きているこ
とを確認して各方面に連絡をとり、
そこで終わるはずだったが・・・。

　 その直後、２つの支援団体（クラ
ッシュジャパンと日本国際饑餓対策
機構）から支援活動について相談を
受け、東松島市に一
緒に行くことにな
った。活動を開始
して一週間もする
と多くの支援団体
が入り物資などが
揃いだしたのでそ
の場所は終わりに
し、今度は自分の
テリトリーである
仙台近郊の名取方
面に行こうと準備
を進めた。いざ出発
するというその朝に
「そのまま南三陸町

へ来てくれ」とまたクラッシュジャ
パンの人から連絡が入った。南三陸
町には教会がなく、教会バックアッ
プ支援をミッションとしているクラ
ッシュジャパンとしては支援活動に
入りずらいところで、中澤先生に伝
道所を紹介され活動をしていた。次
第に活動をしている人たちも自分達
のところへ帰らなければいけなくな
るが、悲惨な状況はまだ続いており
支援活動の必要性があった。そこで
協力の要請に答え南三陸町へ入るこ
とととなった。こうして中澤先生は
それまでの他の仕事も辞め本格的に
支援活動を開始したのだという。

　 最初は避難所を中心に支援を続け
ていたが８月に避難所は解散するこ
とになり、被災された方々は抽選で
５９カ所ある仮設住宅に移っていっ
た。住人の多くはせっかく出来たコ
ミュニティーがバラバラになり、新
たな生活に不安を抱いていた。中澤

南三陸町 
クリスチャンセンターを訪ねて

’12.12.11 気仙沼ホープセンター、基督聖協団 相模原教
会、関東ブレインズバプテスト教会がクリスチャンセン
ターの働きにより、マリンパル保育園であさひ幼稚園と
合同のクリスマス会が行われた。
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先生は「支援活動は続けていくので
必ず訪ねる」と約束をし、実際に離
れてしまった人たちを探すために田
尻畑仮設住宅の談話室を拠点とし点
在する仮設住宅を訪ね歩きまわる
日々だった。再び出会った人たちに
その後の話を聞き、支援を続け
た。そのうちにその界隈のリーダ
ーになっていく人が現れ、さらに
支援を続けて仮設住宅との関係が
深くなっていった。
　 被災した人たちの中には、将来
的なことや近隣との関係、馴染め
ない生活などのために、なかなか
落ち着かず心のよりどころがない
など不安を抱いている人達がい
た。そんな時リーダーたちの間か
ら声が上がる。「土地を提供する
ので教会を建ててほしい」と。ボ
ランティアからも「こういう心が
殺伐としている時に布教したらい
い」という声が次々に上がってく
る。中澤先生自身も必要性を感じ
た。しかし地域の復興を目的として
いるので、教会ではなく『人々が集
え、礼拝が守れ、ニーズを知り、情
報を提供し、各ボランティアと協力
し合え、迅速かつ柔軟な対応が出来
る』センターを作ることが望ましい
と考えた。それは現実化した。「ク
リスチャンセンターの設立であ
る・・・」。建設に当たっては主に
サマリズタンパースと国際飢餓対策機
構、台湾のキリスト教連合で作られ
た救助協会、その他６０以上の団
体・教会からも協力を得て６月８日
に開所式となった。
　こんな話をお聞きした。センター
の土地を提供してくれた方の話であ
る。この方は避難所に居た時には目
立った働きはなかったが、仮設住宅
に入ってから「自分は何かしなくて
はいけない」との思いにかられ中澤
先生に応援を求めてきた。先生は快
くその思いに協力して一緒に働く、

そのうちに彼は徐々にリーダーとし
ての頭角をあらわし、様々なボラン
ティア団体と繋がりはじめ、次第に
大きな働きをするようになっていっ
た。今は以前のキャリアを生かした
会社を立ち上げクリスチャンセンタ

ーの一角に事務所に構え、またクリ
スチャンセンターの管理者として中
澤先生と相互理解の上で運営を任さ
せているという。
中澤先生は当初からこの地の方々

に自分がクリスチャンであることを
伝え、聖書の教えに従って関係を築
き上げた。中澤先生は「今ここで、
支援との交換条件で布教はしない。
自分たちの働きを見て受け入れてほ
しい」と思い、宗教のセールスはし
ないという確固たる姿勢を貫いてい
る。
中澤先生は『復興には地域のコミ

ュニティーが大事なので、コミュニテ
ィーが元気になること、人と人の繋
がりが豊になること』を願ってい
る。そのためにクリスチャンがいる
のだと考えている。クリスチャンセ
ンターの役割は、支援活動のハブと
して機能していくように考えてい
る。スペースは支援活動に来るボラ
ンティアのため、また支援物資等の
置き場として開放し、情報を集める

拠点と考えている。また、仙台から
毎日のように来てあの場所から出か
けて活動することが一つのステイタ
スだと話された。クリスチャンセン
ターという建物が、そして南三陸と
いう地にあることが地域の方々の心
の支えとなり、これからが能動的
な活動をしていく段階だという。
　中澤先生は「常に人とのつなが
りを持つ」ことを大切にされてい
る。初期の頃から避難所を足繁く
まわられ、仮設移住後はその後の
所在を探し絶えず各戸を訪問され
ニ―ドや悩みを聴く、まさに顔の
見える活動をされている。インタ
ヴューの中で、聖書のパウロを引
き合いに出され「安否を問う」こ
とに重きを置かれていると話され
た。そのことが被災者の方々から
受け入れられ繋がってゆく「証

し」だと話して下さった。
　クリスチャンセンターでは日曜日
午後に「サンデーサービス」として
礼拝を守っているが、基本的にはク
リスチャンたちがそこで養われ礼拝
を守り、新しい一週間を迎えて活動
に向かっていくための場所でありそ
のための礼拝であって、被災された
方々を礼拝に招くのではない。被災
者の方々はその場所を生活のために
利用してもらい、「共同体」として
クリスチャンは物心両面をサポート
し被災者の方々を向きあって行くこ
とをテーマとしているのであり、そ
れがだんだんに形になってきてい
る。
　地域に根ざす…というより、地域
を生かし育てていくこと。そこから
繋がりや連携が生まれ確かなコミュ
ニティーとなっていく。そのコネク
ターとしてキリスト者が用いられ
る。
　復興の次のステップが見えてくる希
望を感じる中澤先生との時間であっ
た。　　　　　　（記・戸枝正輝）

12.12.11 この日は歌津老人ホームでも同様のク
リスマス会が行われ、皆様は、大変愉快そうに時
を過ごしていた。この後大忙しだった。
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支援金・献金の受付口座
郵便振替　　
０２２００ー３ー１２６３８１
一般財団法人　東北ディアコニア

他金融機関からの振り込み用口座番号
ゆうちょ銀行 二二九（ニニキュウ）店　当座　０１２６３８１

クリスマス献金者 ご芳名
【北海道】夕張伝道所（キ）　札幌発寒教会（キ）　遠浅教会（キ）　日高キリスト教会(同盟)　北星学園大学附属高等学校　とわの森三
愛高等学校　太田一男・結子　苫小牧教会（キ）　真宗大谷派 聞光寺・佐藤智眼　
【宮城県】仙台黒松教会（キ）　仙台青葉荘教会（教）　NPO笑顔のお手伝い　仙台YMCA　尚絅学院高等学校　李貞妊　川上直哉　
遠藤優子　高橋原　吉村心語　三枝千洋　木村すげみ　谷山洋三　一条好男　古川明　佐々木市子　斎藤泰子　卸町東2丁目仮設住宅(記念
写真プロジェクト)　桜ヶ丘家庭集会・川嶋聡・伸子　チェドクシン・チャリティーコンサート　菅英三子・チャリティーコンサート　
【秋田県】秋田教会・日曜学校（教）　【山形県】 山形本町教会（教）　荘内教会（教）　荘内教会保育園　山形六日町教会婦人会　
【福島県】いわきサーズネット　【茨城県】森井利夫　【栃木県】 西那須野幼稚園　福田美智子　西田京子　
【埼玉県】復活書店・山口堯嘉　秩父神社　【千葉県】市民クリスマスイン千葉実行委員会・青木一芳　戸村千恵子　石川利平　石塚多美子　
【東京都】日本ナザレン教団（ナ）　 東京ユニオンチャーチ（単）　 東京めぐみ教会（単）　 小平教会（キ）　 府中中河原伝道所（キ）　
柏木教会（キ）　中渋谷教会（教）　東京都民教会（教）　番町教会（教）　練馬二丁目伝道所（教）　経堂緑岡教会（教）　東京平和教
会（バ同）　巣鴨聖泉キリスト教会（泉）　NCC ＪＥＤＲＯ　東京エクレシア会　明治学院高等学校　宗教法人神習教　広嶋京子　高村
英子　佐々木迪淳　武田順児　松浦賢治　宮腰貞子　秋山光儀　八木宏仁　川島敬子　
【神奈川県】愛のいずみキリスト教会（単）　横浜中央教会（改）　鶴見教会（キ）　片瀬教会（教）　茅ヶ崎平和教会（教）　茅ヶ崎東
教会（教）　二俣川キリスト伝道所（ｳﾎ）　現役音大生４人によるチャリティーコンサート　平塚YMCA　日本福音同盟　新川道子　斎藤
順子　渡辺滋子　高柳博一　西尾和加子　【富山県】桶谷忠司　　【石川県】常念寺　山田文禎　　【長野県】松本教会（教）　小諸聖書
教会 (同盟)　原典聖書通信学習　飯田芳久　【岐阜県】大垣教会（改）　岐阜加納教会（改）　【静岡県】吉原富士見教会（改）　沼津教
会（教）　【愛知県】今治教会（教）　高蔵寺教会（改）　天白教会（教）　矢作キリスト教会 (同盟)　日本キリスト改革派中部中会ディ
アコニア支援委員会　工藤公義　中島隆宏・祐子　　【滋賀県】近江八幡教会（教）　福井達雨　　　【京都府】京都教会女性会　
【大阪府】枚方くずは教会（教）　 河内松原教会（教）　 萱島キリスト教会（ア）　 岸和田聖書教会（福交）　 グレース宣教会（福自）　
枚方聖書集会　大阪YWCAクリスマスバザー実行委員会　石橋教会・婦人部　笹辺美和子　
【兵庫県】伊丹教会（改）　日本キリスト改革派灘教会（改）　住吉教会（キ）　芦屋三条教会（教）　西宮聖ペテロ教会（公）　北鈴蘭
台教会（西ル）　めぐみキリスト教会　神戸学生青年センター・飛田雄一　関西地区伝道協議会神戸地区分科会　神戸改革派神学校　荻原
邦子　奥田喜亮　鶴崎祥子　　【岡山県】南岡山ナザレン教会（ナ）　岡山伝道所（キ）　　【広島県】広島教会（在韓）　広島栄光教会
（イ）　【山口県】下松教会（教）　山口信愛教会（教）　　【香川県】八栗シオンキリスト教会（福連）　
【福岡県】福岡城南教会（キ）　自由ヶ丘キリスト教会（バ連）　日本キリスト改革派長丘教会女性会　天神聖書集会　
【長崎県】山口カズ子　　【大分県】井上和子　粂野和俊　天神聖書集会　　【宮崎県】宮崎月見ヶ丘教会（単）　
【海外】ヨイド純福音ドンチャク聖殿（韓）　純福音ノウォン教会（韓） オランダ日本語キリスト教会（オ）　【匿名】９名
一品寄付者ご芳名　アジア学院

ご支援に感謝いたします 東北ヘルプ協賛会員
 2013年1月　敬称略・順不同 

【宮城県】小西 望　佐藤 光子　山田 真理　鈴木 桂子　高柳 ユミ　後藤 直子　西島 るみ　細川 麻紀子　木下 裕子　吉原 健雄
高橋 麗子　荒木 えみ子　木村 れい子　斎藤 泰子　菅 基久子　戸枝 慶　角田 洋子　小林 澄子　奈良 靖　笠松 絹子
金 南植　菊地 茂　金子 純雄　一条 好男　八巻 正治　木村 すげみ　戸枝 正輝　杉山 昭男　李 貞妊　布山 真理子
木村 里江

【栃木県】平山 正道　平山 昭子　福本 知恵子　飯沼 一浩　西田 京子　福本 光夫　福本 正美　長嶋 清　長嶋 ﾀﾗﾄｰﾝ
【茨城県】森井 利夫　【埼玉県】櫻井 良一　【千葉県】谷村 和枝　【東京都】松浦 賢治　武田 隆雄　
【富山県】桶谷 忠司　【大阪府】笹辺 美和子　【兵庫県】荻原 邦子　芦屋三条教会　飛田 雄一　【岡山県】岡田 真美子

（教）日本基督教団　（改）日本キリスト改革派　(同盟)日本同盟基督教団　（キ）日本キリスト教会　（ナ）日本ナザレン教団　　
（バ同）日本バプテスト同盟　（バ連）日本バプテスト連盟　（公）日本聖公会　（ア）日本アドベント・キリスト教団　（イ）日本
イエス・キリスト教会　（泉）日本聖泉基督教会連合　（福連）福音キリスト教会連合　（福交）福音交友会　（福自）福音自由教会　
（西ル）西日本福音ルーテル教会　（在韓）在日大韓基督教会　（単）単立　（韓）韓国　（オ）オランダ　（ｳﾎ）ｳｪｽﾚｱﾝ・ﾎｰﾘﾈｽ教団


